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～ 患者さんとの関わりを通して ～ 

 

上島 一恵（Ｐ４病棟 看護師） 

 

 私が琵琶湖病院に就職してもうすぐ 9 年目を迎えようとしています。入職の時はまだ古い建物でした

が、初めて訪れた病院の受付あたりに「聴覚障害者外来」の案内があったことを思い出します。普段の

生活ではあまり縁のない言葉だったので、どのような形で診察をするのだろうかと案内のパンフレット

を手に取り目を通した記憶があります。精神疾患があってなおかつ聴覚にも障害を持つ患者さんにとっ

て、意思の疎通を図ることはとても難しいことであると考えます。しかし、私達医療者が患者さんを理

解したり状況を把握する上では、コミュニケーションを取ることが必須となります。コミュニケーショ

ンのひとつの方法として手話を使うのですが、手話を使っての表現方法というのは、私の生活の中では

身近になく、恥ずかしながら現在に至り手話を使うことはできません。手話を学びたいと思いながらも

行動に移せないことは反省すべき点です。 

 私の勤務する急性期病棟にも、聴覚に障害を持つ患者さんが入院されることがあります。主治医や家

族さんからの情報も大切ですが、やはり患者さんの訴えを聞くことも大切になります。筆談でやり取り

をしたり、知っている少しの手話を駆使したり、身振り手振りでコミュニケーションを取ろうとしても、

患者さんの思いを全てすくい上げることは難しく、結局、手話のできるスタッフにお願いしたり、患者

さんから「手話通訳者を呼んでください」と言われたこともありました。そんな患者さんでも、病棟に

慣れるにつれ他の患者さんとコミュニケーションを取るようになると、他の患者さんに手話を教えてあ

げて患者さん同士が手話を使っている姿が見受けられます。覚えたての手話を使い関わる様子を見ると、

心が温かくなります。必ずしも手話の技術を身につけるというのではなくても、相手を理解しようとす

る気持ちを持つことで、このようにして自然に表現しあえることは素晴らしいと感じます。 

 手話に限定されることではありませんが、誰かと話をする時には相手の目を見て話すよう日々気を付

けるようにしています。“目は口ほどにものを言う”と言われますが、正しくその通りだと感じます。自

分の思いや考え、楽しさや悲しい気持ちを伝える時には、表情で表現するのもひとつの方法で、そうす

ることでより一層思いが伝わると思います。 

 聴覚障害の患者さんと接する上でもうひとつ私が気を付けていることは、その患者さんを障害者と見

るのではなく個性と受け止めるようにしていることです。ひとりひとり 

顔が違うように必ずしも全てが同じではありません。ただし困っておら 

れる時には力を貸してあげるための視点は持ちたいと思っています。や 

はりそうなると手話を身につけることが必要かな・・・？ 

 これからも聴覚障害の患者さんと接する機会を大切にして、患者さん 

との関わりの中で学びを深め、ひとりでも多くの方とコミュニケーショ 

ンを図ることができるよう心掛けて勤務したいと思います。 

 
 



 

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆ 健やかな老いを考える ☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★ 

 

藤田 保（医師） 

 

日本聴力障害新聞（財団法人全日本ろうあ連盟発行）の 9月号には、敬老の日に因んで｢長者番付表｣が発表

されます。去年は 85歳以上の 278 名の年齢、氏名、居住地が掲載され、何度か見直したのですが、滋賀は１

名のみでした。北海道、京都、兵庫などが多いのですが、いずれも高齢聴覚障害者対象の施設のある所です。 

載るのは連盟の会員の方ですから、滋賀にもろうあ協会に属さない高齢の方が居られるのかもしれませんが、

それにしても数が少ないですし、同障の仲間との交流が乏しい方が居られるかと懸念されます。 

昨年 9月に私は広島市での第 24回全国ろうあ高齢者大会に呼ばれて、参加者と一緒に｢老後の健康と医療に

ついて｣や｢高齢者の病気と早期予防法など｣を考える機会がありました。全体講演会や分科会で勉強したり、

ゲートボールとグラウンドゴルフの大会があり、高齢者団体としての活動の確認や社会へのメッセージの発信

もしていました。 

寝たきりや認知症等にならずに｢健康に老いるには？｣ということを私は事前に調べたり考えていたのです

が、要は無理せずに頭や身体を使い、仲間の輪や社会にも参加してゆくこと、つまり、このような大会に参加

することがひとつの答えだと思いました。 

大会の分科会でも話し合いましたが、もうひとつ食生活のことがあります。「食養生」といった言葉もあり、

日本では食生活についての研究や調査が昔から盛んに行なわれてきました。最近でも、カロリー制限と長寿は

関連するか、といった話題も出ていますが、要は、好き嫌いをせずにいろんな食物を少しずつ、全体的には腹

八分目にとどめるのがよいようです。 

正月に重箱のお節料理を自分の皿に少しずつ取っていて、ああこれでよいのか、と年の始めにしっかり示さ

れていることに気付き、先人の知恵を感じたことでした。今年もよろしくお願い致します。 

 

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★ 

 

 

   

☆ 24 年 10月 28日 岐阜県要約筆記者研修会で、医師の藤田が｢中途失聴者・難聴者が知ってほし 

  いこと」の講義をしました。 

☆ 24 年 12月 9日 東京での聴覚障害者の精神保健を考えるシンポジウムに藤田が参加し、ろうの 

精神保健福祉士と対談などを行いました。 

 

 

    

＜ ヘビ ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最近のトピックス 

親指を外にして握った右手こぶしをくねら

せながら前に出す。(細長い胴体をくねらせ

て移動するヘビのさまを表している。) 

〔 編集後記 〕 

遅くなりましたが、明けましておめでとう

ございます。皆さんにとって良い一年が訪れ

ますように。 

 


